
新学習指導要領における 

学習評価の在り方 

１ 単元における学習評価の進め方 
  単元における観点別学習状況の評価を実施するに当たり、以下のように進めることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の作成方法 
【小学校学習指導要領 第５学年 目標】 

 

 

 

 

 

 

  【学年別の評価の観点の趣旨 第５学年】  

 

 

 

 

  【内容のまとまりごとの評価規準（例） 第５学年 B 図形 （３）「平面図形の面積」】 

     

 

 

 

  【具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）】   

 

 

 

 

 

  【単元の評価規準（例）】 

 

 

 

 

 

 

・1、２については、学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解 
説、児童の実態、前単元までの学習状況等を踏まえる。 

 
・３については、１、２を踏まえ、評価場面や評価方法等を計画する。 
・どのような評価資料を基に、「おおむね満足できる」状況（B）と評 

価するかを考えたり、「努力を要する」状況（C）への手立て等を考 
えたりする。 

 
・３に沿って観点別学習状況の評価を行い、児童の学習改善や教 
師の指導改善につなげる。 

 
・５については、集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、 
観点ごとの総括的評価（Ａ、Ｂ、C）を行う。 
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当該学年目標の（３）の
「主体的に学習に取り
組む態度」の「観点の
趣旨」をもとに、指導事
項を踏まえて、その文末
を「～している」として、
「内容のまとまりごとの
評価規準」を作成する。 

〔第５学年〕 

１ 目 標 

⑶ 数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求

めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用し

ようとする態度を養う。 

数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて

粘り強く考えたり，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとした 

りしている。 

三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の求め方について，数学的に表現・処理し

たことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学

のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。 

・求積可能な図形に帰着させて考えると面積を求めることができるというよさに気付 

き，三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積を求めようとしている。 

・見いだした求積方法や式表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高めようとし 

ている。 

① 求積可能な図形に帰着させて考えると面積を求めることができるというよさに気

付き，三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積を求めようとしている。 

② 見いだした求積方法や式表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高めようと

している。 

「内容のまとまりごとの
評価規準（例）」に示さ
れた文言には、抽象度
を上げて書かれている
ものもあるので、単元の
評価規準としてそのま
ま用いるには適さない
場合がある。具体的な
書き方で文言の表現を
揃えた「具体的な内容
のまとまりごとの評価規
準」を作成する。 
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Ｐｏｉｎｔ！ 

「具体的な内容のまと
まりごとの評価規準」を
そのまま用いたり、分割
したり、組み合わせたり
して、「単元の評価規
準」を作成する。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

Ｐｏｉｎｔ！ 



３ 単元の評価規準【主体的に学習に取り組む態度】 

① 求積可能な図形に帰着させて考えると面積を求めることができるというよさに気付き、三角形、平行四辺形、

ひし形、台形の面積を求めようとしている。 【態①】 

② 見いだした求積方法や式表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高めようとしている。【態②】 

 

４ 単元の指導計画及び評価の具体的な場面（一部） 

  ３の評価規準に基づき、「主体的に学習に取り組む態度」の評価場面や評価方法が示されている。 
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記録の総括の時期としては、単元末、学期末、学年末等の節目が考えられるよ。
評価に係る記録が複数ある場合は、次のような方法があるから参考にしてね。 

〇 評価結果の A、B、C を数値に置き換えて総括する場合 
〇 評価結果のＡ、B、C の数を基に総括する場合 
その他にも、さまざまな方法が考えられるよ。例えば、単元後半に高まりを示すこと

が予想される観点を総括する場合や、単元の学習内容のまとめとしている状況の評
価をふくめて総括する場合には、そのことを考慮して総括することが適切だね。 

いずれにしても、評価の観点ごとの総括及び評定への総括の考え方や方法は、教
師間で共通理解を図り、児童及び保護者に十分説明し理解を得ることが大切だね。 

A…自ら複数の方法で既習の図形に帰着

させて考えようとしている。 

B…求積できる図形として根拠をもって変

形したり分割したりしていこうとしている。

（長方形に等積変形している等） 

C…既習の図形に帰着しようとする態度が

弱い。（方眼の数を数えている等） 

A…幾つかの解決方法を根拠 

に考えようとしている。 

B…一つの解決方法を根拠に 

考えようとしている。 

 
全ての児童を評価することが難し

い場合には、児童のノートを集めるこ
とで、全員を評価できるね。 

 

C と判断さ
れ た 児 童 に
は、 個別に支
援を行うととも
に 、 公 式 を 導
き出していくと
きに、どのよう
に考えていくと
よい かを振り
返 ら せ る こ と
が大事だね。 

単
元
の
指
導
計
画 

第
７
時
の
展
開

 

単
元
の
指
導
計
画 
第
９
時
の
展
開

 

評
価
の
実
際 

評価の実際 

「（たて）×（横）÷２」や「（横）÷２×

（高さ）」、「（たての対角線）×（横の

対角線）÷２」などが書かれている。 

 
チェックリストや座席表などを用意し、学習

活動における状況を簡潔に記録に残したり、
板書を写真に撮り記録したりしておくことで、
評価の資料として用いることもできるね。 


